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１．はじめに 

各種金属材料は引張試験によって、強度や変

形特性など、その材料が持つ様々な情報を得る

ことができます。中でも 0.2%耐力、応力とひず

みの関係、異方性の指標であるランクフォード

値（r値）などの情報を得るためには、試験機か

ら得られる荷重データに加えて、試験片に発生

する正確な変位量を知ることが重要です。 

引張試験における変位の計測方法は各種存在

しますが、今回は非接触計測手法の一つである

デ ジ タ ル 画 像 相 関 法 （ Digital Image 

Correlation、以下 DICと記載）について紹介し

ます。 

２．DICについて 

 DICは、CCDカメラなどで撮影した変形前後

の画像を比較することにより、対象物表面の変

位の大きさや方向を計測する手法です。 

 計測にあたっては、あらかじめ対象物の表面

にスプレー等でランダムパターンを付与してお

き、変形の様子を動画撮影します（図１）。この

際、カメラを２台使用することで三次元的な変

位も計測することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影された動画に対して、基準画像（変形前

の画像）と計算領域（サブセットと呼びます）

を設定し、変形後の画像と比較する（輝度値の

相関を求める）ことで変位量や方向を算出しま

す（図２）。また、サブセット同士の相対関係を

求めることでひずみ量の算出も可能です 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 DICは非接触で広範囲の計測が可能であるこ

とに加え、データ処理をカメラ撮影の後に行う

ため、計測位置や算出する物理量（変位、速度、

ひずみ等）の変更や追加が容易といった特徴が

あります。 

３．DIC計測事例 

 冷間圧延鋼板の引張試験（JIS 5号試験片）

をDIC計測した例を図３に示します。 

 

 

 

 

 

 

図３は上降伏点直後における試験片表面の主

ひずみの分布を示したものです。DICを用いる

ことで、材料の降伏により発生したすべり帯を

明瞭に観察することができました。また、DIC

から得られるデータを試験機の荷重データに関

連付けることで、シミュレーション等で活用さ

れる応力とひずみの関係を求めることも可能で

す。 

４．おわりに 

 このようにDICは様々な材料、製品の変形状

態を可視化、数値化するツールとして非常に有

効です。興味のある方はお気軽にお問合せくだ

さい。 
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図１ DIC計測の様子とランダムパターン 

 

図２ 変位算出方法のイメージ 
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図３ DIC計測例 
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